
 

 

 
 
 
 
 

 

 
前回までは、「10.1節 基礎の沈下と障害」についてお届けしましたが、今回からは「10.2節 基礎の修復」について、

修復方法の選定手順や修復方法などを紹介いたします。 
 

【 10.2 節 基礎の修復 】  

１．基本事項  

【修復の定義】 「基礎の修復」とは、基礎の不具合に対して、必要な技術基準に適合し、建築物を安全に支え
られる性能を有する基礎または支持地盤となるように補修または補強すること。 
補修とは不具合発生前とほぼ同等になるような処置をすること、補強とは基礎あるいは支持地盤の性能を従

前の状態よりも高くすることである。 

２．基礎の修復計画 

修復方法は、不具合原因を特定して原因に対応した修復目的を設定し、これを満足する工法を以下の手順に

より選定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【次号の予定】 
次号は、“沈下測定と沈下修正の要否判定”についてお届けします。 
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１．基礎の修復の必要性は，不具合の状況に対して回復すべき性能を勘案し，総合的に判断する。

２．基礎の修復計画の策定は、不具合の発生原因を特定し、原因に対応した修復目的を設定して修復
方法を選定する。 

※図中の（ ）番号は修復工法の区分（表10.2.3）を示す。

基礎の不具合

基礎躯体修復工法   沈下修復工法 
基礎に損傷があれば、 
基礎躯体修復工法を併用 

基礎性能向上の必要性 

 既存基礎復元 (1) 沈下修復＋沈下継続対策 

杭 基 礎 併用基礎直接基礎 

 基礎性能向上 (2)  沈下修正のみ (3)

沈下継続対策の必要性 

 基礎底盤拡張系(4)   地盤改良系  (5)    杭構築系  (6)

沈下継続対策の選択 

沈下修復の必要性 

既存地盤で支持 支持機構の判別 

直接基礎 
（地盤改良併用） 

 
フーチングのみの 
支持力を考慮 

 
杭等のみの 
支持力を考慮 

杭等とフーチング
双方の支持力を
考慮 

修復後の基礎形式 

修復工法の分類

図10.2.2 修復工法選定手順 

有 無 

有 無 有 無


